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「

南
岳
大

師
の

顔
像
を

尋
ね
写
し
て

揚
州
竜

興
寺
に

着
す

。

勅
し

て

法
花

道

場
の

瑠
璃
殿
の

南
廊
壁
上
に

安
置
せ

し

む
。

」

と

あ
り．

法

華
道
場
の

中
の
一

道
場
で

あ
っ

た
こ

と
が

わ

か
る

。

『

法
華
経』

に

は

「

阿
逸
多

、

若
し
善

男
子、

我
が

寿
命
の

長
遠
な
る
を
説

く
を

聞
き
て、

深
心
に

信
解

せ
ば
、

（

中
略
）

こ

の

娑
婆
世
界、

そ

の

地

瑠
璃
に

し

て
、

坦

然
平
正
に

、

閻
浮
檀
金、

以
っ

て

八

道
を
界
い

云
々
」

と

し
て、

こ

の

娑
婆
世
界
が
実

は
瑠
璃
の

浄
土
で

あ
る

と
の

記
述
が
あ
る

。

況
や
本
尊
は
閻
浮
檀
金
製
で

あ
る

。

室
町
時

代
の

善
光
寺
は

法
華
・

常
行
両
道
場
を

有
し
て

い

た
。

現

在
に

至
る

ま
で

毎
日

『

法
華
経
』

が
読

誦
さ
れ
て

い

る

善
光
寺
は
正
に

法

華
道
場
な
の

で

あ
り、

故
に

本

尊
安
置
の

場

所
は

「

法

華
経
』

に

依

拠
し

て

当
初
は
「

瑠

璃
殿
」

と

称
さ

れ
た
の

で

は
な
か
ろ

う
か

。

そ
し
て

そ
れ

が
い

つ

し
か

「

宮
殿
」

と

混
同
し
な
い

よ
う
に

、

特
に

『

瑠
璃
壇
』

と
変

化
し

て

い

っ

た
の

で

は
な
い

か

と

思
う
の

で

あ
る

。

『

弘
智
法
印
御
伝
記
」

と

即

身
仏
の

研
究

ジ
ョ

ン
・

モ

リ
ス

　

本
報

告
は

日

本
と
日

本
以
外
の

場
所
で

ミ

イ
ラ

に

な
っ

た
聖
な
る
人
々

の

思
想

史
に

関

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
の
一

部
で

あ
る

。

先
行
研
究
で

は、

弘

法
大

師
入

定
説
が、

主
に

江
戸

時
代
の

も
の

で

あ
る
「

即
身
仏
」

に

最

も
重
要
な

影
響
を

与
え
た
こ

と
が

認
識
さ
れ
て

い

る
。

発
表
者
の

研
究
に

お
い

て
、

弘
法
大
師
入

定
説
と

『

平
安

往
生

伝
集
』

に

お

け
る
遺
体
が
腐

敗
し

な
い

こ

と
に

関

す
る

瑞
相
思
想
の

関
連

性
が
注
目
さ

れ
る

。

ま
た、

『

元
亨

釈
書
』

十
一

な
ど

に

よ

れ
ば
、

高
野
山
で

空

海
以

外
の

僧
侶
が、

空
海
入
滅

＝

壬
二

年
後
に

成
立
さ
れ
た
九
六
八

年
の

「

金
剛

峯
寺
建
立

修

行
縁
起
』

に

お
い

て

始
め
て

記
録
さ
れ
る
弘

法
大
師
入

定
説
が
語
る

よ

う

な
遺
体
が

腐
敗
し
な
い

話
も
あ
る

。

従
っ

て、

比

較
的

早
い

段
階
か
ら

真

言
宗
の

中
に

お
い

て

弘
法
大
師
の

入
定
を

真
似
る

こ

と
が

見
ら
れ

る
。

し

か
し、

空

海
が

本
当
に

「

入
定
ミ

イ
ラ
」

に

な
ろ

う
と
し
た
こ

と

は

非
常

に

疑
わ
し

い

の

で
、

空

海
を

真
似
た

僧
侶
は

入

定
説
か、

空

海
の

思

想

か、

あ
る

い

は

そ

の

両
方
を

真
似
た

の

で

あ
ろ

う
か．、

即
ち、

空

海
の

『

即

身
成

仏
儀
」

に

お

け
る
「

即
身
成
仏
」

と
の

関
係
は
明

確
な
の

で

あ

ろ

う
か

。

「

入

定
ミ

イ
ラ

」

に

な

る
こ

と
が

即
身
成
仏
す
る

こ

と
と

同

様

で

あ
る

こ

と
を

詳
し
く
説
明
す
る
資
料
は

な
い

。

現
存
最

古
の

即
身

仏
で

あ
る

弘
智

法
印

（

＝
二

六
三

年
没）

に

関
す
る

資
料
が

比

較
的
豊
富
で

あ

る
。

中
に

は

容

易
に

入
手
で

き
な
い

寺
な
ど
で

保
管
さ

れ
て

い

る

資

料
が

あ
る

が
、

『

弘
智
法
印
即

身
仏
御
縁

起
』

か

ら

始
ま
る
一

時

期
大
変
著
名

で

あ
っ

た
と
み

ら
れ
る

弘
智
法
印
の

伝
記
と

な
る

資
料
と

新
潟

県
海

雲
山

西
生
寺
（

智
山
派
）

に

行
っ

て

弘
智
法
印
を

尋
ね
た

人
々

の

記
録
が

あ
る

。

　
そ
の

資

料
の

中
で

特
に

興
味
深
い

の

は
、

本
報
告
の

焦

点
と
な
る
一

六

八
五

年
に

成
立
し
た

『

弘
智
法
印
御
伝
記
』

と
い

う
江
戸

時
代
に

人

気
を

集
め
た
浄

瑠
璃
で

あ
る

。

弘
智
法
印
没
二

百
五

卜

年
後
に

書
か
れ

た

『

弘

智
法
印
御
伝
記
』

は、

も
ち
ろ

ん

弘
智
法
印
の

生
涯、

思

想
、

修
行
に

つ

い

て

確
実
な
情

報
を

提
供

す
る

わ

け
で

は

な
い

。

『

弘
智

法
印
御
伝
記
』

の

内
容
は
江
戸
初
期
の

文
芸
と

大
衆
的
宗
教
思

想
を
反
映
し

て

い

る
。

本

研
究
は
そ
の

作
品
に

見
る
江
戸
初
期
の

大
衆
的

宗
教
に

お
け
る

即
身
仏
の

捉
え
方
を

考
察

す
る

試
み
で

あ
る

。

平

安
時

代
か
ら
現

代
ま
で

即
身
仏
に

関
す
る

資

料
の

キ

ー

ワ

ー

ド
と

な
る
「

往
生
」

、
「

成
仏
」 、
「

弥

勒
」

、

「

弘

法
大
師
」

な
ど

に

主
眼
を
置
き、

本
資
料
に

見
る
理
想
的
な
死
や

、

仏
に
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な
る
こ

と
、

あ
の

世、

即
身
仏
に

な
る

動
機
と
い

っ

た

テ

ー

マ

を

考
察
す

る
。

先

行
研

究
は

『

弘
智

法
印
御
伝

記
』

の

存
在
に

つ

い

て

言
及

す
る

が
、

内
容
に
つ

い

て

の

考
察
は

未
だ

行
わ
れ
て
い

な
い

。

本
研
究
は
、

日

本
の

仏
教
に
お
け
る

聖
な
る
人
の

遺
体
が

腐
敗
し
な
い

こ

と
に

関
わ
る

信

仰
と

大
衆
的
聖
人
崇
拝
と

即
身
仏
に

な
る
た

め
の

非
常
に

少
数
派
の

修
行

の

理
解
の
一

助
と

な
る

で

あ
ろ

う
。

　

本
報

告
の

結
論
と
し

て
、

『

弘
智
法
印
御
伝
記
』

に

見
る

弘
智
法

印
の

伝
説
と

崇
拝
を
江

戸
日

本
の

幅
広
い

宗

教
世
界
に

位
置

付
け
た

い
。

『

弘

智
法
印
御
伝
記
』

の

思
想
的
曖
昧
さ
を
強
調
す
る

こ

と

に

よ
っ

て
、

即
身

仏
を
容
易
に
即
身
成
仏
思
想
と

弘
法
大
師

崇
拝
か

ら

生

じ
た

現

象
と

し
て

捉
え
る

こ

と

を

避
け
る

こ

と

が
で

き
る

。

本
資
料
の

考
察
に

よ
っ

て
、

そ

の

即
身
成
仏
思
想
と

弘
法
大
師
崇
拝
を
思
想
的
に

よ

り
幅
広
い

聖
人

伝
文

学
と

い

う
文
脈
の

中
で

捉
え
る

こ

と

が
で

き
る

で

あ
ろ

う
。

白
山

『

泰
澄
和
尚
伝
』

、

『

白
山
記
』

が
か

た

る

も
の

小

　
林

　
一

　

蓁

　
「

泰
澄
和

尚
伝
』

、

「

白
山

記
』

が
も
の

が

た

る

も
の

と
し

て
、

一

つ

は

白
山
修
験
道
の

成
立

が
あ
る

。

白
山
修
験
道
は
泰
澄
登
嶺
か

ら

出
発
す
る

が

（

そ
れ
以
前
は

越
の

御
山
信
仰）

、

そ
の

成
立
は

天
長
九
年
（
八
三

二
）

と

考
え
ら
れ、

そ
の

象
徴
と

し
て

越
の

御
山
が
白
山
と

命
名
さ

れ

た

と

推

考
し
て

い

る
。

こ

の

天
長
九
年
と
い

う
年
号
は
白
山
修
験
道
に

と

っ

て

魅

力
の

あ
る
年
号
だ

っ

た
。

自
山
は
如
法
経
修
行
の

道
場
と

も
な
る

が
、

地

方
霊
場
で

あ
っ

て

又
将
門
の

乱
以
降）

天
台
宗
之
繁
栄
」

（

『
古
事
談』
）

の

結
果、

比
叡
山
に

組
み

込
ま
れ

る

こ

と
に

な
る

。

即
ち

十
五

代
天
台
座

主

延
昌
（
治
山
九
四

六
−

九
六

四
）

の

頃
に

は

天
台
末
に

な
っ

て
お

り、

延

昌
治
山

中
の

天
徳
元
年
（
九
五

七
、

「

元
亨
釈
書
」

泰
澄
伝
は

同
二

年）

に

『

泰
澄
和
尚
伝
』

が

浄

蔵
貴
所
の

口

筆
と

し
て

成
立
し

た

と

す
る

設
定

も
了
解
さ

れ
よ

う
。

　
二

つ

に
、

一

般
的
に

女
人

禁
制
を

根
拠
に

霊
山
と
し

て

の

威
権
を

保
持

し
よ

う
と

し
て

い

た
と
い

え
る

が
、

「

石

同
代
ト
云、

社
マ

デ

女
人
ハ

参

詣
ス

ト
云

々
、

加
賀
ハ

中
宮
マ

デ

参
詣
」

と

あ
る

よ

う
に
、

女
人
参
詣
を

歓
迎
し
て

い

る
。

こ

れ

を

女
人
禅
定
と

称
し
た

い
。

越
前
馬
場
と

美
濃
馬

場
共
通
の

中
宮
だ
っ

た

石
徹
白
中
居
杜
に

は

千
引
石
（

現、

磐
境∀

が
あ

り、

虚
空

蔵
菩
薩
を

祀
る

本
殿
と
で
、

白
山
禅
定
同
様
の

女
人
禅
定
（

生

ま
れ
清
ま

り）

が
実
施
さ

れ
て

い

た

と

推
定
で

き
よ

う
。

虚
空

蔵
菩
薩
は

泰
澄
の

本
尊
で

あ
る

と

同
時
に

、

女

人
禅

定
の

た
め

の

本
尊
で

も

あ
っ

た
。

つ

ま
り
生

ま
れ

清
ま

り
に

先
立
つ

変

成
男

子
法
の

本
尊
で

も

あ
っ

た
。

虚
空

蔵
菩
薩
を

安
置
し

て

い

た

本
殿
に
覆
い

が

あ
る

の

は
、

女
人
禅

定
の

た

め

の

施
設
を

表
象
し

て

い

る

に

ち
が
い

な
い

。

　
三

つ

に
、

雪
の

民
俗
信
仰
が

考
え
ら

れ
る

。

雪
は

キ

ヨ

メ

と

も
訓
む
よ

う
に、

雪
の

も
つ

偶
有
性
が

呪
術
に

用
い

ら
れ
た
一

例
で

あ
る

。

紀
貰
之

の

「

年
の

う
ち
に
積
も
れ

る

罪
は

か
き
く
ら
し
降
る

白
雪
と

共
に
消
え
な

ん
」

で

わ

か
る

よ

う
に
、

雪
の

民
俗
信
仰
と

は
雪
に

よ

る

滅
罪、

清
め
る

機
能
を
い

う
。

白
山
の

命
名
も
こ

こ

か

ら
で

あ
る
が
、

雪
山
で

も
よ

さ
そ

う
な
の

に

白
山
と

命
名
さ

れ

た

こ

と

に

は
わ
け
が
あ
っ

た
。

泰
澄
生
誕
時

の

降
雪
は

泰
澄
の

非
凡
さ

を

賞
賛
し
て

の

こ

と
で

は

な
く、

白
山
神
が
影

向
し、

血

不
浄
な
ど

か
ら

の

雪
に

よ

る

清
め
に

ち
が
い

な
い

。

上
東
門
院
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